
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
白
糠
町
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
白
糠
町
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す！！！！

(
新
体
制

に
な
っ
た
１２
名
の
議
員

)
(
新
体
制

に
な
っ
た
１２
名
の
議
員

)

26 4８

白
糠

町
議

会
新

体
制

始
動

白
糠

町
議

会
新

体
制

始
動

令
和

5
年

第
2

回
臨

時
会

概
要

令
和

5
年

第
2

回
臨

時
会

概
要

令
和

5
年

第
2

回
定

例
会

概
要

令
和

5
年

第
2

回
定

例
会

概
要

一
般

質
問

8
名

一
般

質
問

8
名

委
員

会
・

協
議

会
の

活
動

委
員

会
・

協
議

会
の

活
動

広
報

広
聴

調
査

特
別

委
員

会
委

員
紹

介
広

報
広

聴
調

査
特

別
委

員
会

委
員

紹
介

1
7

2
0

だ
よ

り
だ

よ
り

議
会

議
会

議
会

だ
よ

り

し
ら

ぬ
か

N
O

.1
6
1

2
0
2
3
. 7

.2
5
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議
員
構
成
と
一
部
組
合
等
の
派
遣

議
員
は
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
4
年
間
に
向
け
て

の
抱
負
等
と
あ
わ
せ
て
紹
介
い
た

し
ま
す
。

(

議
席
順
に
よ
り
掲
載)

議　

長　

富　

田　

忠　

行

副
議
長　

石　

田　

正　

義

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会
※
１

委  

員  

長　

中　

河　

敏　

史

副
委
員
長　

立　

石　
　

巧

委　
　

員　

今　

田　

睦　

子

委　
　

員　

池　

村　

美　

博

委　
　

員　

石　

田　

正　

義

◎
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
※
１

委  

員  

長　

坂　

本　

勝　

雄

副
委
員
長　

折　

出　

征　

清

委　
　

員　
　

森　
　

武　

人　

委　
　

員　

川　

森　
　

静

委　
　

員　

福　

地　

裕　

行

委　
　

員　

小　

池　

憲　

一

◎
議
会
運
営
委
員
会　
　

※
2

委  

員  

長　

折　

出　

征　

清

副
委
員
長　

中　

河　

敏　

史

委　
　

員　

池　

村　

美　

博

委　
　

員　

坂　

本　

勝　

雄

委　
　

員　

立　

石　
　

巧

委　
　

員　

小　

池　

憲　

一

◎
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

委  

員  

長　

立　

石　
　

巧

副
委
員
長　

坂　

本　

勝　

雄

委　
　

員　
　

森　
　

武　

人

委　
　

員　

川　

森　
　

静

委　
　

員　

池　

村　

美　

博

委　
　

員　

中　

河　

敏　

史

◎
一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
３

◇
釧
路
公
立
大
学
事
務
組
合

　
　
　
　
　

福　

地　

裕　

行

◇
釧
路
白
糠
工
業
用
水
企
業
団

　
　
　
　
　

池　

村　

美　

博

　
　
　
　
　

坂　

本　

勝　

雄

　
　
　
　
　

折　

出　

征　

清

　
　
　
　
　

立　

石　
　

巧

◇
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　

坂　

本　

勝　

雄

　
　
　
　
　

折　

出　

征　

清

◇
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　

小　

池　

憲　

一

【
※
１　

常
任
委
員
会
と
は
？
】

　

議
会
議
員
は
、
年
４
回
の
定
例

議
会
と
臨
時
議
会
の
他
に
、
各
常

任
委
員
会
に
よ
る
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

議
長
以
外
は
総
務
文
教
か
産
業

厚
生
の
ど
ち
ら
か
に
所
属
し
、
所

管
事
務
調
査
を
決
め
て
、
議
会
閉

会
後
も
継
続
調
査
の
申
し
出
を
行

い
日
頃
か
ら
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
継
続
調
査
の
申
し

出
を
し
て
い
る
項
目
に
つ
い
て

は
、
一
般
質
問
で
は
な
く
、
委
員

会
の
中
で
調
査
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

【
※
２　

議
会
運
営
委
員
会
と

は
？
】

　

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
、
定
例
議
会
の
開
催
日
程
の
要

請
、
本
会
議
の
進
行
の
確
認
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
※
３　

一
部
事
務
組
合
等
議
会

議
員
と
は
？
】

　

ご
み
処
理
や
釧
白
工
業
団
地
の

水
道
事
業
等
、
他
の
町
と
一
緒
に

運
営
し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
議
会
を
設
置
し
て
お

り
、
白
糠
町
議
会
と
し
て
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

議 

員 

紹 

介

　
①
所
属
・
役
職

②
抱
負
・
政
策
な
ど

※
抱
負
・
政
策
な
ど
は
、
３
項
目

　

以
内
と
し
１
項
目
28
字
以
内
で

　

掲
載
。

①
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

　
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
委
員

②
・
白
糠
町
役
場
で
42
年
間
務
め

　

た
、
経
験
と
知
恵
を
活い

か
し

　

て
、町
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

・
町
民
の
目
線
に
立
ち
、
町
民

　

が
求
め
る
町
政
運
営
を
実
現
。

　

・
障
が
い
を
持
つ
方
々
が
地
域

　

で
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

　

ま
ち
づ
く
り
。

①
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

　
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
委
員

②
・
子
ど
も
や
高
齢
者
も
楽
し
さ

　

と
生
き
甲が

斐い

を
感
じ
、
住
み
続

　

け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

を
目
指
す
。

　

・
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
高
齢

　

者
・
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た

　

め
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
生
涯
ス

　

ポ
ー
ツ
の
両
翼
で
ス
ポ
ー
ツ
の

　

振
興
と
発
展
を
目
指
す
。

①
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

②
・
私
は
、公
明
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
を
活
用
し
な
が
ら
道
立
広
域

　

公
園
の
早
期
整
備
に
挑
戦
し
、

　

白
糠
町
の
「
子
育
て
」「
福
祉

　

の
増
進
」「
観
光
振
興
」
の
発

　

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
し

　

て
参
り
ま
す
。

氏名
年齢

当選回数

森　武人
６1 歳
１回

川森　静
６1 歳
１回

今田睦子
６２歳
１回

①
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

　

議
会
運
営
常
任
委
員
会
委
員

　
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
委
員

②
・
少
子
化
対
策
、
若
者
支
援
と

　

し
て
、
子
育
て
応
援
を
進
め
、

　

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。

　

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開
発

　

目
標)

を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

や
環
境
問
題
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

・
ア
イ
ヌ
文
化
を
世
界
発
信
、

　

海
外
か
ら
観
光
客
を
白
糠
に
迎

　

え
ま
す
。

①
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長

　

議
会
運
営
常
任
委
員
会
委
員

　
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
副
委
員
長

②
・
町
民
と
町
政
の
パ
イ
プ
役
と

　

し
て
常
に
町
民
の
目
線
で
物
事

　

を
考
え
見
据
え
て
高
齢
者
や
子

　

ど
も
た
ち
が
元
気
で
明
る
く
温

　

か
い
暮
ら
し
が
広
が
る
ま
ち
づ

　

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

・
町
民
の
健
康
体
力
づ
く
り

　

・
人
口
減
少
に
負
け
な
い
ま
ち

　

づ
く
り

池村美博
６３歳
１回

坂本勝雄
７１歳
２回

①
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長

　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

②
・
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
こ
の

　

町
で
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
よ

　

う
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

　

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

　

育
て
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
目

　

指
し
ま
す
。

　

・
商
工
業
と
一
次
産
業
の
連
携

　

を
は
か
り
、
地
域
経
済
の
振
興

　

と
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

①
総
務
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長

　

議
会
運
営
常
任
委
員
会
委
員

　
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

②
・
活
力
あ
る
ま
ち
に
、
暮
ら
し

　

や
す
い
白
糠
町
で
あ
る
た
め
に

　

町
民
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　

し
て
、
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映

　

さ
せ
な
が
ら
町
民
、
議
会
、
行

　

政
が
一
丸
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

　

り
を
目
指
す
。
地
域
の
声
に
耳

　

を
傾
け
る
場
を
設
け
る
。

折出征清
５１歳
４回

立石　巧
５５歳
４回

①
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

　
議
会
運
営
常
任
委
員
会
副
委
員
長

　
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
委
員

②
・
第
一
に
人
口
減
少
に
歯
止
め

　

を
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
町
内

　

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

　

う
、
産
業
の
活
性
化
と
住
み
や

　

す
い
環
境
を
構
築
し
、
な
お
か

　

つ
町
外
か
ら
の
移
住
を
促
さ
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

②
・
こ
の
78
年
間
で
首
長
4
人
↓

　

権
力
は
腐
敗
す
る
＝
長
い
も
の

　
に
は
巻
か
れ
ろ
↓
こ
れ
が
ま
ち

　
の
実
態
で
す
。

　

・
議
員
は
、
し
が
ら
み
を
打
破

　

し
、
ま
ち
の
未
来
に
も
責
任
を

　

果
た
す
覚
悟
で
努
め
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
。（
自
問
） 中河敏史

６８歳
４回

福地裕行
７２歳
７回

①
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

　

議
会
運
営
委
員
会
委
員

②
・
独
自
の
各
種
施
策
を
柱
に
新

　

規
就
農
者
等
を
受
け
入
れ
産
業

　

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

・
白
糠
町
の
冷
涼
な
気
候
を
生

　

か
し
移
住
定
住
の
促
進
に
努
め

　

ま
す
。

　

・
生
活
環
境
を
整
備
し
災
害
に

　

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

　

す
。

①
副
議
長

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

②
・
基
幹
産
業
の
振
興
・
発
展
、

　

教
育
、
福
祉
、
高
齢
者
、
弱
者

　

に
対
す
る
支
援
の
充
実
。
少
子

　

高
齢
化
、
人
口
減
少
対
策
に
取

　

り
組
む
。

　

・
上
茶
路
青
少
年
旅
行
村
、
驚

　

き
の
森
で
珍
し
い
果
汁
ブ
ル
ー

　

ベ
リ
ー
の
栽
培
、
商
品
化
に
取

　

り
組
む
。

小池憲一
７８歳
７回

石田正義
８０歳
１０回

①
議
長

②
・
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
で

　

き
る
よ
う
防
災
体
制
を
強
化
し

　

安
全
な
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

・
教
育
や
生
活
環
境
整
備
を
推

　

進
し
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

　

り
に
努
め
ま
す
。

　

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育

　

て
世
帯
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら

　

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

　

す
。

富田忠行
７０歳
５回

次回の定例会は
９月上旬です。

※
抱
負
と
は
、
心
の
中
に
抱
い
て
い
る
決
意
や
志
望
。

　

政
策
と
は
、
政
党
な
ど
施
策
上
の
方
針
や
方
策
を
示
す
こ
と
。
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第 回

臨 会時

行政報告
外国語指導助手の着任

　外国語指導助手、王　克麗（ワン　ケリ）さん
が、４月に着任することが、教育長から報告され
ました。
●着任あいさつ（抜粋）
　少林寺で有名な河南省出身で、大学では、かね
てから興味をもっていた日本語を専攻しました。
　私は、これまで３年間、中国の高校で日本語の
教師として経験を積んできましたが、まだまだ、
勉強が必要だと感じています。微力ではございま
すが、これまでの中国語のＡＬＴの先輩方の功績
も受け継ぎ、新しい環境で、白糠町の教育の充実
のために、専心努力する所存です。
　私は、この４月から、すでに幾つかの学校や幼
稚園・保育園で子どもたちに接し、授業をさせて
いただいております。白糠町の子どもたちは、と
ても学習意欲が高く、一生懸命、中国語を話そう
としているので、私は非常にうれしく感じていま
す。中国語に興味をもっていて、大変素晴らしい
ことだと感じております。
　これからは、一日でも早く、白糠町の歴史や文
化、そして多くの方々と接し、白糠町が進めてい
る「ふるさと教育」推進のために、尽力したいと
思っております。同時に、町民の皆さまにも親し
んでいただけるよう、精一杯努力いたしますので
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

王さん

・議長選挙
・副議長選挙
・常任委員の選任
・議会運営委員の選任
・一部事務組合議員の選挙
・専決処分の承認 ( 令和４年度補正予算 )
・専決処分の承認 ( 条例改正 )
・専決処分の承認 ( 令和５年度補正予算 )
・令和５年度補正予算
・条例改正
・行政報告
・監査委員の選任

２

　5 月
10日

可決

5 年度補正予算
一般会計補正予算（専決含む）
補正合計 1 億 9586 万 6 千円
総　額 176 億 2586 万 6 千円

●増額
元気しらぬか応援券事業関係　　108,503,000 円
道の駅しらぬか恋問移転改築関係
 　　　　　　　　　　　　　　   65,881,000 円

新型コロナウイルスワクチン接種対策費
                                                      　19,108,000 円
子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費

2,374,000 円

質疑・答弁
問新型コロナウイルスワクチン接種対策費の
関係で接種対象が 65 歳以上と基礎疾患があ
る方が対象だが、前回、基礎疾患で接種して
いる方に自動的に案内は行くのか。
答案内は 65 歳以上の方のみなので、基礎疾
患の方は申請をしていただいて連絡があった
都度予防接種券を送る体制をとっている。
問道の駅しらぬか恋問移転改築に係る工事請
負費の関係で、株式会社環境生物保護研究所
での４年度末までの調査結果は。
答保全対象種の選定として、ハマハナヤス
リ、シコタンキンボウゲ、ホソバノツルリン
ドウの３種が消滅の危機があるため、移植を
した方がいいという結果が出ている。
問子育て世帯の特別給付金の関係で非課税世
帯に準ずる世帯に国の支援で１戸５万円を給
付するということだが、この５万円で十分だ
と判断されているのか。
答低所得の子育て世帯への５万円は、今年度
また新たに応援券を１万円支給すると聞いて
いたので、今年度は、５万円とその応援券で
と考えている。

可決

可決

可決

一部改正
●町税条例
　地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴
い、電気自動車等を取得した場合の軽減措置であ
るグリーン化特例の３年間延長や大規模の修繕等
が行われたマンションに対する固定資産税の減額
適用などの改正。

●白糠町国民健康保険税条例
　地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴
い、課税限度額の引き上げと軽減判定による低所
得者の所得範囲の拡充に伴う改正。

●白糠町介護保険条例
　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が
減少した第１号被保険者の保険料を減免している
が、５類感染症に位置づけられ、保険料の減免を
令和４年度分までとし、令和４年度末に資格を取
得したことにより、令和５年４月以降の期間に納
期限が到来する方も対象とするための改正。

条　例　等

質疑・答弁
問国民健康保険税条例の課税限度額の増額に
伴う、該当世帯数と影響額は。
答 32 世帯で 64 万円。

4 年度補正予算

問西庶路コミュニティセンター大ホールの天
井部のナットが落下する状況になっているの
で、床の心配はないか。
　それと建築して何年になるのか。
答床面は、担当の方で検査を行い、構造上は
問題ないと確認している。
　昭和 58 年建築で、築後 38 年を経過して
いる。

質疑・答弁

承認

一般会計補正予算（専決）
補正合計 5605 万円

総　額　　 265 億 2424 万円
●増額
西庶路コミュニティーセンター天井部改修工事
　　     　　   　　　　　　　　　 15,000,000 円
公共施設等整備基金等 　　　　3,182,156,000 円
●減額
まちづくり基金　　　　　　　 2,933,907,000 円
ふるさと納税関係　　　　　　　165,609,000 円
釧路白糠工業用水道企業団負担金　　17,259,000 円
療養給付費負担金　　　　　　　  13,288,000 円
常備消防事務負担金　　　　　　　7,000,000 円
繰出金　　　　　　　　　　　　　4,043,000 円

議会に足を運んでみませんか。議会に足を運んでみませんか。

町民みなさんの議会です。町民みなさんの議会です。

　　　定例会開会前に役場１階ロビーで会議日程及び一般質　　　定例会開会前に役場１階ロビーで会議日程及び一般質

    問の概要を掲示しております。    問の概要を掲示しております。

　　 　町のホームページにも議会情報を掲載しております。　　 　町のホームページにも議会情報を掲載しております。

　　　https://www.town.shiranuka.lg.jp/　　　https://www.town.shiranuka.lg.jp/

傍聴者へのお願い
1　携帯電話、スマートフォンは電源を
　お切りください。
２　開議中は、飲食・喫煙はできません。
３　カメラ・録音機器の持ち込みはでき
　ません。
４　私語などにより議事の妨害、　他人
　への迷惑をかけないようにしてください。
5　帽子やコート等は着用しないでくだ
　さい。
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第 回

定 会例
・行政報告
・特別委員会の設置
・一般質問
・補正予算
・条例改正等
・工事請負契約の締結
・財産の取得
・農業委員会委員の任命
・議長の常任委員辞任
・議員派遣

２

可決

5 年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 7490 万 2 千万円
総    額 177 億 76 万 8 千円

●増額
電力、ガス、食料品等価格高騰重点支援給付金給
付事業費基金等　　　　　　　 　 49,134,000 円
牛乳乳製品しらぬか応援券事業日補助金

　11,637,000 円
防災行政無線伝達システム改修業務 　7,997,000 円
増養殖事業　　　  　　　　　　　  3,844,000 円
スポーツ国際交流支援業務               2,290,000 円

　6 月
　6 日

　6 月
　7 日

可決

可決

一部改正
●白糠町庶路支所設置条例
●白糠町役場庶路支所附属集会室条例
●白糠町使用料条例
　白糠町役場庶路支所庁舎並びに附属集会室の移
転改築に伴い、庶路支所及び庶路支所附属集会室
の位置の改正並びに施設使用料等を改正。

●町税条例
　地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴
い、国税である森林環境税の賦課徴収や特定小型
原動機付自転車（電動キックボード）に係る税額
の見直し、軽自動車税の環境性能割及び種別割の
賦課徴収の特例の改正。

条　例　等

質疑・答弁
問町税条例の森林環境税の関係で、住民税に
１人 1,000 円が加算されるということだが、
非課税者も対象になるのか。
答個人住民税均等割の枠を用いて、現在、東
日本大震災復興基本法に基づき、賦課徴収さ
れていた年額 1,000 円が終了し、改めて令和
６年度より森林環境税が導入され、同額が課
税者から徴収されるので非課税者は非該当。

可決

財産の取得

　大規模地震による津波からの避難のため、恋問
地区に「津波救命艇」を整備します。

津波救命艇の取得

行政報告
外国語指導助手の退任

　外国語指導助手、ワイレス・マシュー・ロバー
トさんが、７月に離任することが、教育長から報
告されました。
●退任あいさつ（抜粋）
　白糠で外国語指導助手としての任期を終えて、
北海道で就職活動をします。
　白糠町での生活に慣れてきたところだったの
で、「やはた」や「はまなす」などに行けなくなっ
てしまうことも、信じられません。
　今でも言葉では伝えられないほど感謝していま
す。その理由は、この素敵な町でたくさんの素晴
らしい思い出を作ることができたからです。
　特に子どもたちの笑顔を見ることを、いつも

楽しみにしていました。
子どもたちが一生懸命、
英語の勉強を頑張って
いる姿も忘れられませ
ん。
　白糠の皆さんから学
んだことを、生かすた
めに、これからの自分
の生き方で示せるよう
努力していきます。

マシューさんマシューさん

　スポーツ国際交流事業を８月 10 日から８月
21 日までの 12 日間の日程で、インドネシアか
ら中高生のトップレベルのバドミントン選手３名
と引率者１名の計４名を白糠町に招致し、今後の
競技力の更なる向上に向けて、本町の子どもたち
との合同練習や交流大会を行い、世界レベルに実
際に触れる機会を得るとともに、バドミントンの
選手以外の町内の子どもたちとの交流事業も計画
していることが教育長から報告されました。

スポーツ国際交流事業

可決

可決

可決

契約の締結

≪ 5,126 万円≫
　橋長 75 ｍの橋梁舗装工 290㎡、伸縮装置取替
４基、ひび割れ補修工一式等を施工。

≪建築主体工事　3 億 3,440 万円≫
　総合体育館（3,467.90㎡）の内外部を改修するも
ので、屋上防水、外壁、アリーナ床などの改修を施工。

　≪電気設備工事　5,929 万円≫
　建築主体工事に係る電灯設備、動力設備、映像・
音響設備など電気設備工事一式を施工する。

　≪機械設備工事　1 億 8,227 万円≫
　建築主体工事に係る暖房設備、換気設備、給排水
設備、自動制御設備など、機械設備工事一式を施工。

　≪ 6,588 万 100 円≫
　道の駅移転改築用地を国道 38 号線の高さま
で か さ 上 げ す る た め、 移 転 改 築 用 地 に 盛 土 材
15,689 立方メートルを搬入して敷ならしをし、
転圧を施工。
問契約の方法が指名競争入札ではなく、随意契約なのか。
答民間事業者が設計から施工、管理運営までを一
括して行う「ＤＢＯ方式」により取り進めている
ことから、競争入札に適さないため地方自治法に
基づいて随意契約とした。

林道橋梁補修工事（田代橋）

道の駅しらぬか恋問移転
改築用地造成工事

総合体育館改修

同意

　本年７月 19 日に任期満了を迎える農業委員に
ついて、次期委員９名の任命を同意しました。
●五十嵐政敏（新任）　　●石黒隆行（新任）
●石田正義（再任）　　　●影山　純（新任）
●酒井伸吾（再任）　　　●澁谷幸子（再任）
●田代幸男（再任）　　　●林　稔幸（新任）
●松田浩二（再任）
※氏名の順番は５０音順

農業委員の任命承認

承認

承認

承認

議員の派遣
　北海道町村議会議長会主催による議員研修会、
新任議員研修会、議会広報研修会並びに釧路町村
議長会主催による議員研修会への議員派遣を承認
しました。
◆北海道町村議会議員研修会【札幌市】
　日　時：令和５年７月４日から５日
　対　象：議員全員

◆北海道町村議会新任議員研修会【釧路市】
　日　時：令和５年７月 25 日
　対　象：新任議員

◆町村議会広報研修会【札幌市】
　日　時　令和５年８月 16 日から 17 日
　対　象　広報広聴調査特別委員会委員

◆釧路町村議会議員研修会【釧路町】
　日　時　令和５年 11 月９日
　対　象　議員全員

質疑・答弁
問有事の際の避難救命艇。有事の際の施錠開
錠や普段の管理、あと乗船装備や備品のメン
テナンス等が分かれば。
答通常は施錠されているが、揺れを感知して
開くボックスの中に開錠するためのカギを入
れて運用する。
　備品は、船内に侵入した水を吐き出すため
のバケツや防災ライト、発煙筒、救急セット、
トイレに関わるような物などが装備されてい
る。食料、飲料は今備蓄している中身の中で
精査をして、収納するスペースがあるので、
その中に収納する。対応年数は 40 年で基本
的には、ノーメンテナンスとなっているが、
月 1 回必ず点検する。



一般質問

８

　 森　武人 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ページ

　１ コープさっぽろ白糠店閉店後における不便な状況について
　２ 町内教員の残業時間の現状について
　３ ５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症法に基づく分類が
　　 ５類に変更されたことに伴い、教育現場の状況について

　坂本 勝雄 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ページ

　１ 河原入り口に街路灯を
　２ 生徒の不登校引きこもりについて

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ページ

　１ 人口減少対策について
　２ 空き家対策について

　川森 　静 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ページ

　１ 防災対策について
　２ ヘルメットの着用の普及増進について

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ページ

　１ 庶路学園の法
のり

面について
　２ 町営住宅の環境整備について
　３ 選挙運動用ビラについて

　４ 越境的通学について

　池村 美博 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ページ

　１ 脱炭素社会の実現に向けた取り組みについて

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ページ

　１ １次産業の加工体験施設の設置について
　２ 酪農の現況について
　３ 久遠塾につて

  今田 睦子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ページ

　１ 歩道の整備について
　２ 庶路学園の法

のり

面崩落について

　※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報広聴調査特別委員会

　　が校正したものです。
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一

般

質

問

問いかけ
提案する

議
員
８
名
が
19
件
23
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

問問
令
和
３
年
末
に
閉
店
後
、
買
い

令
和
３
年
末
に
閉
店
後
、
買
い

物
に
不
自
由
を
き
た
し
て
い
る
。
ド

物
に
不
自
由
を
き
た
し
て
い
る
。
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
は
あ
る
が
、
ス
ー

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
は
あ
る
が
、
ス
ー

パ
ー
で
な
け
れ
ば
購
入
で
き
な
い

パ
ー
で
な
け
れ
ば
購
入
で
き
な
い

商
品
も
多
々
あ
る
。
町
内
に
ス
ー

商
品
も
多
々
あ
る
。
町
内
に
ス
ー

パ
ー
を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

パ
ー
を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

　
　
　
　

答
人
口
減
少
地
域
の
経
営
効
率
化

を
図
る
た
め
、
小
売
店
型
の
販
売

形
態
か
ら
、
ロ
ス
が
少
な
く
固
定

経
費
も
削
減
で
き
る
宅
配
事
業
や

移
動
販
売
に
シ
フ
ト
し
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
販
売
戦
略
を
展

開
。
こ
う
し
た
経
過
の
中
、ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
進
出
に
よ
り
、
品
揃ぞ
ろ

え
も
豊
富
に
な
り
、
肉
や
野
菜
、

海
産
物
や
魚
介
類
を
取
り
扱
う
商

店
も
あ
り
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
も

宅
配
と
移
動
販
売
事
業
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、町
と
し
て
ス
ー

パ
ー
を
誘
致
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問問
終
わ
り
の
見
通
せ
な
い
物
価

終
わ
り
の
見
通
せ
な
い
物
価

高
騰
に
関
わ
り
、
価
格
や
品
揃
え

高
騰
に
関
わ
り
、
価
格
や
品
揃
え

に
つ
い
て
も
消
費
者
と
し
て
は
考

に
つ
い
て
も
消
費
者
と
し
て
は
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
町
民
の

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
町
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
ス
ー
パ
ー
の
誘

声
に
耳
を
傾
け
、
ス
ー
パ
ー
の
誘

致
に
向
け
た
考
え
方
が
無
い
か
改

致
に
向
け
た
考
え
方
が
無
い
か
改

め
て
伺
う
。　
　
　
　

め
て
伺
う
。　
　
　
　

答
町
内
で
買
い
物
が
で
き
な
い

状
況
で
は
な
い
。
商
工
会
か
ら
も

で
き
る
限
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い

と
伺
っ
て
い
る
。 

　
問
歌
志
内
市
で
は
公
設
民
営
に

歌
志
内
市
で
は
公
設
民
営
に

よ
る
ス
ー
パ
ー
が
、
本
年
３
月
末

よ
る
ス
ー
パ
ー
が
、
本
年
３
月
末

に
完
成
し
て
い
る
。
本
町
で
作
業

に
完
成
し
て
い
る
。
本
町
で
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
道
の
駅
や
白

が
進
め
ら
れ
て
い
る
道
の
駅
や
白

糠
駅
前
広
場
整
備
事
業
の
中
に
、

糠
駅
前
広
場
整
備
事
業
の
中
に
、

公
設
民
営
に
よ
り
ス
ー
パ
ー
を
組

公
設
民
営
に
よ
り
ス
ー
パ
ー
を
組

み
込
む
考
え
は
な
い
か
。

み
込
む
考
え
は
な
い
か
。

答
道
の
駅
「
し
ら
ぬ
か
恋
問
」
は
、

施
設
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図

る
と
と
も
に
地
域
資
源
へ
誘
導
す

る
な
ど
、
地
域
振
興
・
活
性
化
に

結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
町
営
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
Ｊ
Ｒ
白
糠
駅
と
の
合
築
に
合
わ

せ
て
、
町
外
か
ら
の
交
流
人
口
の

拡
大
へ
繋
が
る
一
体
的
な
複
合
施

設
と
し
て
の
整
備
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
両
施
設
に
ス
ー

パ
ー
を
取
り
込
む
考
え
は
な
い
。

問
文
部
科
学
省
が
２
０
２
２
年

文
部
科
学
省
が
２
０
２
２
年

度
の
教
員
勤
務
実
態
調
査
結
果

度
の
教
員
勤
務
実
態
調
査
結
果

を
公
表
し
、
中
学
校
教
諭
の

を
公
表
し
、
中
学
校
教
諭
の
3636
・・

６
％
、
小
学
校
教
諭
は

６
％
、
小
学
校
教
諭
は
1414
・
２
％

・
２
％

が
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る

が
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
6060
時時

間
以
上
勤
務
が
判
明
。
残
業
時
間

間
以
上
勤
務
が
判
明
。
残
業
時
間

上
限
と
な
る
「
週

上
限
と
な
る
「
週
5050
時
間
以
上
」

時
間
以
上
」

の
教
諭
は
中
学
校

の
教
諭
は
中
学
校
7777
・
１
％
、
小

・
１
％
、
小

学
校
学
校
6464
・
５
％
を
占
め
て
い
る
。

・
５
％
を
占
め
て
い
る
。

本
町
教
諭
の
超
過
勤
務
の
状
況
と
、

本
町
教
諭
の
超
過
勤
務
の
状
況
と
、

併
せ
て
健
康
状
況
に
課
題
等
が
無

併
せ
て
健
康
状
況
に
課
題
等
が
無

い
か
。

い
か
。

答
本
町
各
学
校
で
時
間
外
在
校

時
間
が
45
時
間
を
超
え
た
教
員
数

は
、
中
学
校
・
後
期
課
程
、
小
学

校
・
前
期
課
程
と
も
に
１
名
ず
つ

で
率
に
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
２
・

４
％
、
２
・
３
％
で
、
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
学
校
か
ら
は
健
康
上
の
大
き
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
教
員
は
い
な

い
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
今
後

に
お
い
て
も
時
間
外
在
校
時
間
の

定
期
的
な
確
認
と
と
も
に
、
全

教
員
を
対
象
と
し
た
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
や
公
務
縮
減
に
関
す
る

研
修
等
を
継
続
し
、
健
康
管
理
と

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
に
基
づ
く
分
類
が

症
の
感
染
症
法
に
基
づ
く
分
類
が

５
類
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

５
類
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

教
育
活
動
に
ど
の
よ
う
に
変
化
が

教
育
活
動
に
ど
の
よ
う
に
変
化
が

あ
っ
た
か
。

あ
っ
た
か
。

答
令
和
３
年
度
、
緊
急
事
態
宣

言
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
合
唱

や
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
、
調
理
実
習

な
ど
の
授
業
は
延
期
や
代
替
の
内

容
で
実
施
。
運
動
会
は
時
間
短
縮

で
内
容
を
精
選
し
て
実
施
。
令
和

５
年
度
は
、
換
気
を
適
切
に
行
い

通
常
の
教
育
活
動
を
実
施
。
運
動

会
や
修
学
旅
行
は
手
洗
い
や
換
気

な
ど
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
。

　
　問

教
職
員
、
児
童
生
徒
に
混
乱

や
課
題
等
の
不
安
要
素
、
ま
た
、

早
急
に
改
善
を
要
す
る
事
項
は
。

答
５
類
移
行
に
伴
い
「
濃
厚
接

触
者
」
の
扱
い
が
な
く
な
る
の

で
、
同
居
家
族
に
陽
性
者
が
い
て

も
、
本
人
が
体
調
不
良
で
な
け
れ

ば
登
校
で
き
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
感
染
が
広
が
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
学
年
閉

鎖
等
を
実
施
す
る
回
数
が
増
え
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
学
校
に
は
、

手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
指
導
、

換
気
の
確
保
な
ど
基
本
的
な
感
染

症
対
策
を
継
続
す
る
こ
と
。
ま
た
、

感
染
流
行
時
に
お
い
て
は
、
国
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
た
対
策
を

講
じ
る
な
ど
、
教
育
活
動
を
平
常

時
同
様
に
継
続
で
き
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
学
び
を
保
証

す
る
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す

る
な
ど
、
現
段
階
で
は
早
急
に
改

善
を
要
す
る
事
項
は
な
い
。

問答
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
白

糠
店
閉
店
後
の
不
便

な
状
況
に
つ
い
て

町
と
し
て
ス
ー
パ
ー

を
誘
致
す
る
こ
と
は

難
し
い

問答
町
内
教
員
の
残
業
時

間
の
現
状
は

時
間
外
在
校
時
間
の

目
標
を
掲
げ
、
結
果

は
公
表
し
て
い
る

問答
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

５
類
移
行
に
伴
い
、

教
育
現
場
の
状
況
は

平
常
時
は
換
気
を
適

切
に
行
い
、
通
常
の

教
育
活
動
を
実
施
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問
国
道
38
号
線
を
和
天
別
橋
か

ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
音
別
方

向
に
向
か
い
、
河
原
地
区
に
右
折

す
る
際
、
以
前
は
国
道
に
信
号
機

が
あ
り
目
印
に
成
っ
た
が
、
い
ま

信
号
機
が
撤
去
さ
れ
目
印
が
な
く

な
っ
た
。

　

町
道
の
入
り
口
に
河
原
地
区
の

標
識
が
あ
る
が
、
夜
は
見
え
に
く

い
の
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
事

故
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

　

町
道
と
国
道
の
Ｔ
字
路
に
街
路

灯
を
設
置
し
、
明
る
く
、
見
や
す

く
す
る
な
ど
の
対
応
は
取
れ
な
い

か
伺
う
。　

答
国
道
38
号
と
町
道
白
糠
音
別

線
の
Ｔ
字
路
交
差
点
は
、
昨
年
ま

で
設
置
さ
れ
て
い
た
押
し
ボ
タ
ン

式
の
信
号
機
が
目
印
と
な
り
、
夜

間
で
も
国
道
か
ら
和
天
別
方
面
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
が
出
来
て
い

た
が
、
信
号
機
の
撤
去
に
伴
い
、

地
域
か
ら
も
夜
間
に
入
口
が
認
識

し
づ
ら
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
国
道
を
管
理
し
て
い

る
北
海
道
開
発
局
へ
街
路
灯
の
設

置
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
国
道
で

の
設
置
基
準
と
な
る
横
断
歩
道
が

あ
る
交
差
点
や
事
故
が
多
発
し
て

い
る
交
差
点
な
ど
の
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
場
所
に

街
路
灯
の
設
置
は
難
し
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
は
、
危
険
個
所
の
改
善
の
た
め

に
は
、
街
路
灯
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
、
今
年
度
中
に
町
道
側
の

交
差
点
付
近
に
街
路
灯
を
設
置
す

る
計
画
で
あ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
等
で
、
今
、
不
登
校
・
引
き
こ

も
り
の
児
童
・
生
徒
が
増
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
社
会
問
題
に
成
っ

て
い
る
。

　

町
内
の
小
中
学
校
や
義
務
教
育

で
そ
の
よ
う
な
事
象
は
生
じ
て
い

る
か
。

　

ま
た
生
じ
て
い
る
、
い
な
い
に

関
わ
ら
ず
、
そ
の
場
合
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
取
る
の
か
内
容
を
伺

う
。　

答
本
町
に
お
け
る
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
令
和
４
年
度
、
小
学
生

４
名
、
中
学
生
15
名
、
合
計
19
名
。

　

文
部
科
学
省
で
年
度
末
に
悉し

っ

皆か
い

で
実
施
し
て
い
る
調
査
で
は
、
不

登
校
の
規
定
は
「
年
間
30
日
以
上

欠
席
し
て
い
る
児
童
生
徒
数
」
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
少
な
か
っ
た
、
令
和
元
年

度
で
は
、
小
学
生
４
名
、
中
学
生

６
名
の
合
計
10
名
で
、
前
述
し
た

令
和
４
年
度
実
績
と
比
較
す
る
と

全
体
で
約
２
倍
に
増
加
し
て
い
る

状
況
。
全
国
で
問
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
状
況
が
本
町
に
お
い

て
も
生
じ
て
い
る
と
言
え
る
。
本

町
は
、
特
に
中
学
生
の
不
登
校
の

増
加
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　

不
登
校
へ
の
対
応
は
、
定
期
的

な
家
庭
訪
問
を
実
施
し
、
段
階
的

な
登
校
の
提
案
や
、
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る
取
り
組
み
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
用
し
た

授
業
へ
の
参
加
へ
の
提
案
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
面
談

な
ど
、
そ
の
時
の
一
人
一
人
の
児

童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
提
案
し
た

り
、
あ
る
い
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
強
い
登
校
刺
激
を
与
え
な
い

よ
う
見
守
り
を
行
っ
た
り
し
て
い

る
。
ま
た
、
欠
席
が
長
期
化
し
て

い
る
児
童
生
徒
は
、
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
も

取
り
組
み
へ
の
指
導
助
言
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対

応
を
お
答
え
し
た
が
、
何
よ
り
大

切
な
こ
と
は
、
不
登
校
の
未
然
防

止
の
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
各
学
校

に
、
児
童
生
徒
が
楽
し
く
、
安
心

し
て
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
学
校
づ
く
り

を
目
指
す
よ
う
、
引
き
続
き
、
指

導
・
支
援
し
て
い
く
。

 　問
本
町
に
お
け
る
不
登
校
児
童

生
徒
の
数
で
中
学
生
の
人
数
が
多

い
の
は
コ
ロ
ナ
の
他
に
原
因
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

答
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
乱
れ
た
生

活
リ
ズ
ム
が
取
り
戻
せ
な
い
、
学

校
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
掛

か
っ
た
中
で
学
習
意
欲
が
低
下
し

た
な
ど
、
中
学
生
と
い
う
多
感
な

時
期
に
コ
ロ
ナ
を
迎
え
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
て
い

る
。

問
本
町
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
ど
こ
か
ら
の
派
遣
か
伺
う
。

答
本
町
に
配
属
さ
れ
て
い
る
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
北
海

道
教
育
委
員
会
等
か
ら
の
紹
介
で

あ
る
。

問
人
口
対
策
は
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
、
安
心
と
喜
び
こ
そ
が
重

要
で
、
白
糠
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
対
策
が
必
要
と
思
う

が
伺
う
。

答
「
人
口
減
少
」「
少
子
高
齢
化
」

は
、
最
優
先
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
子
育
て
、
教
育
、

住
宅
政
策
な
ど
総
合
的
に
展
開
し

て
き
た
。

　

町
独
自
の
制
度
を
創
設
し
、
不

妊
治
療
に
経
済
的
支
援
や
、
産
前
、

産
後
の
精
神
的
支
援
の
充
実
、
太

陽
の
手
子
育
て
支
援
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
希
望
す
る
全

て
の
子
ど
も
が
認
定
こ
ど
も
園
に

入
園
で
き
る
体
制
を
進
め
る
な
ど
、

安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
人
口
減
少
は
、
地
域
が
崩
壊

し
成
り
立
た
な
く
な
る
。
若
者
が

集
ま
っ
て
の
婚
活
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
実
績
は
ど
う
か
。
結
婚
が

決
ま
れ
ば
祝
い
金
な
ど
出
す
考
え

は
な
い
か
。

答
令
和
元
年
度
出
会
い
の
場
を

2
回
開
催
し
、
参
加
者
町
内
男
性

17
名
、
町
外
女
性
17
名
で
11
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
、
4
組
が
交

際
に
、
後
1
組
が
結
婚
さ
れ
た
。

町
と
し
て
は
、
新
生
活
準
備
費
用

と
し
て
、
20
万
円
を
補
助
す
る
。

国
の
事
業
で
新
婚
生
活
に
対
す
る

経
済
的
軽
減
を
す
る
事
業
が
、
上

限
60
万
円
で
令
和
3
年
度
よ
り
開

始
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
合
わ
せ

て
結
婚
時
に
対
応
し
て
い
く
。

問
空
き
家
、
危
険
建
造
物
処
理

費
一
部
負
担
の
考
え
は
な
い
か
。

答
本
町
に
お
い
て
修
理
や
除
去

が
必
要
と
な
る
空
き
家
は
１
６
０

件
と
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
内
、

所
有
者
が
不
明
や
所
在
が
不
明
は

26
件
、
う
ち
9
件
が
著
し
く
危
険

と
判
断
さ
れ
る
。

　

除
去
す
る
に
あ
た
り
課
題
を
整

理
し
、
そ
の
手
法
や
一
部
費
用
負

担
も
合
わ
せ
早
急
に
検
討
し
て
い

く
。

問
周
り
は
普
通
に
生
活
し
て
い

る
。
何
10
年
も
放
置
さ
れ
た
状
態

で
、
本
当
に
危
険
だ
。
助
成
金
な

ど
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
釧
路
市
は
、
令
和
4
年
度
助

成
金
１
件
に
30
万
円
を
行
い
29
件

の
実
績
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

早
急
に
一
部
費
用
の
負
担
等
を

考
え
て
い
く
。

問答
人
口
減
少
対
策
の
考

え
方
を
伺
う

重
要
な
課
題
で
あ

り
、
一
層
人
口
減
少

対
策
に
努
め
て
い
く

問答
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
伺
う

危
険
と
判
断
す
る
空

き
家
を
除
去
す
る
手

法
や
費
用
な
ど
早
急

に
検
討
し
て
い
く

問答
河
原
入
り
口
に
街
路

灯
を

本
年
度
中
に
町
道
交

差
点
に
街
路
灯
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る

問答
生
徒
の
不
登
校
引
き

こ
も
り
に
つ
い
て

学
校
と
連
携
を
図

り
、
教
育
委
員
会
も

取
り
組
み
へ
の
指
導

助
言
を
行
っ
て
い
る
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一般質問 一般質問
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福 地 裕 行 議 員 川 森 　 静 議 員

問
崩
落
の
法の
り

面
を
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
覆
っ
た
ま
ま
復
旧
工
事
に
進し
ん

捗ち
ょ
くは
見
ら
れ
な
い
が
、
第
三
者
に

よ
る
検
証
の
経
過
を
伺
う
。　

答
設
計
会
社
は
、
設
計
内
容
に

誤
り
は
無
い
と
の
主
張
だ
が
、
町

と
し
て
は
納
得
で
き
な
い
の
で
、

今
後
の
対
応
を
弁
護
士
と
協
議
中

で
あ
る
。

　

今
年
度
中
に
設
計
業
務
を
終
え
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
工
事
費

を
上
程
し
、
６
年
秋
に
は
工
事
を

完
了
さ
せ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

る
。

問
崩
落
か
ら
２
年
以
上
も
か
か

る
と
は
い
か
に
も
遅
い
。

　

ま
た
原
因
が
判
然
と
し
な
い
な

か
、
何
を
基
準
に
設
計
す
る
の
か
。

答
時
間
を
か
け
原
因
を
突
き
詰

め
な
が
ら
調
査
し
、
工
法
も
検
討

す
る
。

問
前
倒
し
で
き
な
い
か
。

答
瑕か

疵し

責
任
も
調
査
し
な
が
ら

進
め
る
の
で
、
こ
れ
が
最
短
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

問
先
の
選
挙
活
動
で
日
の
出
・
橋

北
の
町
営
住
宅
周
辺
を
重
点
的
に

歩
き
見
た
が
、
雨
水
滞
留
や
軟
弱

路
盤
が
散
見
さ
れ
た
。

　

そ
の
改
良
と
信
和
団
地
を
含
め

た
3
階
建
て
玄
関
の
段
差
解
消
・

手
す
り
の
設
置
も
強
く
求
め
ら
れ

る
。

答
今
年
度
当
初
か
ら
整
備
を
進

め
て
い
る
が
、
迅
速
な
状
況
把
握

に
努
め
、
都
度
対
策
を
講
じ
る
。

問
何
よ
り
生
活
に
密
着
し
た
環

境
整
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

答
全
体
的
に
対
応
し
て
い
く
。

問
先
の
町
議
選
で
素
晴
ら
し
い

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
が
新
聞
折
り
込

み
等
に
よ
り
頒
布
さ
れ
、
集
票
に

大
き
く
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ビ
ラ
は
公
職
選
挙
法
や
町

の
条
例
に
準
拠
し
た
公
費
負
担
の

対
象
と
な
り
得
た
の
か
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出

が
な
さ
れ
、
当
該
証
紙
が
貼
付
さ

れ
た
ビ
ラ
な
の
で
公
費
負
担
の
対

象
と
な
っ
た
。

問
ビ
ラ
の
作
成
を
業
と
す
る
者

と
有
償
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
業

者
の
請
求
に
よ
り
支
払
う
こ
と
で

良
い
か
。

答
そ
の
契
約
書
等
に
よ
り
支
払

う
。

問
法
令
で
は
ビ
ラ
の
表
面
に
頒
布

責
任
者
と
印
刷
者
の
氏
名
及
び
住

所
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
確
認
し
た
か
。

答
ビ
ラ
の
届
出
は
3
名
か
ら
あ
っ

た
が
、
内
2
名
は
記
載
し
て
い
な

か
っ
た
。
申
し
訳
な
い
。

問
公
職
選
挙
法
及
び
町
の
条
例

に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
判
断
し
か
ね
る
の
で
、
北
海

道
選
挙
管
理
委
員
会
と
も
協
議
す

る
。

問
道
内
外
か
ら
13
歳
の
生
徒
6

人
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
留
学
と
称

し
て
わ
が
町
に
移
住
し
、
白
糠
学

園
の
7
年
生
と
し
て
越
境
的
に
通

学
し
て
い
る
。

　

手
続
き
の
流
れ
と
教
育
六
法
、

特
に
学
校
教
育
法
施
行
令
に
基
づ

く
そ
の
承
認
理
由
等
を
尋
ね
る
。

答
本
町
へ
の
転
入
の
届
出
に
伴

い
法
令
に
基
づ
き
就
学
す
べ
き
学

校
を
指
定
し
た
。

問
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
当
事

者
と
し
て
の
自
覚
に
疑
問
を
持
つ
。 　

単
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
留
学
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
町
民
に
な
っ
た
。

　

年
端
も
行
か
ぬ
子
ど
も
が
親
元

を
離
れ
、
単
身
で
他
人
の
家
な
ど

に
住
み
、
通
学
す
る
こ
と
に
妥
当

性
は
な
い
。

　

町
の
売
名
と
ス
ポ
ー
ツ
勝
利
至

上
主
義
の
増
長
を
促
す
こ
と
が
ま

か
り
通
っ
て
い
い
の
か
。

　

ま
た
便
宜
上
、
赤
の
他
人
を
身

元
引
受
人
に
し
た
こ
と
は
責
任
回

避
の
手
段
で
は
な
い
の
か
。

問
町
や
教
育
委
員
会
が
主
導
し

た
こ
と
で
は
な
い
し
、
北
海
道
教

育
委
員
会
の
指
導
も
受
け
、
本
人

と
保
護
者
の
意
向
の
結
果
で
あ
る
。

問
今
後
も
他
の
ス
ポ
ー
ツ
等
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
歯

止
め
が
効
か
ず
問
題
だ
が
、
受
け

入
れ
る
の
か
。

答
受
け
入
れ
を
前
提
に
協
議
・

検
討
す
る
。

問
元
か
ら
地
元
で
頑
張
っ
て
き

た
子
ど
も
と
の
あ
つ
れ
き
も
心
配

で
あ
る
。

答
溶
け
込
ん
で
元
気
に
生
活
し

て
い
る
。

　

今
後
も
学
校
と
連
携
し
、
見

守
っ
て
い
く
。

問
津
波
避
難
に
お
け
る
自
助
・

共
助
の
啓
発
と
し
て
先
に
行
わ
れ

た
「
新
・
避
難
訓
練 

」
は
、
避

難
を
学
ぶ
足
掛
か
り
と
し
て
は
有

効
と
考
え
る
が
、
町
民
全
体
に

と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
考

え
る
。
訓
練
の
結
果
を
踏
ま
え
て

町
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
な
啓

発
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
伺
う
。　

答
町
は
、 「
逃
げ
る
が
勝
ち
」
を

掲
げ
て
町
内
会
や
消
防
団
の
協
力

の
も
と
、
延
べ
４
，
７
０
０
人
の

町
民
の
参
加
で
過
去
３
回
の
非
難

訓
練
を
実
施
し
た
が
、
こ
れ
だ
け

で
啓
発
が
充
分
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
。
今
後
は
町
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
考
に
、

目
線
や
手
法
を
変
え
な
が
ら
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
啓け

い

蒙も
う

と

訓
練
を
繰
り
返
し
、
引
き
続
き
啓

発
事
業
を
続
け
て
い
く
。

問
訓
練
は
、
そ
の
行
動
か
ら 

「
気

付
き 

」
を
も
た
ら
す
が
、
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
訓

練
以
外
に
も
学
び
と
し
て
の
講
座

開
設
を
団
体
や
事
業
所
、
特
定
の

組
織
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
属

さ
な
い
町
民
に
も
広
く
機
会
を
設

け
る
こ
と
や
、
そ
の
支
援
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な
取
り

組
み
が
有
る
か
考
え
を
伺
う
。

答
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
学

校
関
係
・ 

自
治
体
・
経
済
団
体
等

の
要
請
を
受
け
、
映
像
や
テ
キ
ス

ト
を
用
い
て
防
災
教
育
を
実
施
し

て
き
た
。
今
後
は
資
料
や
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て
、
大

人
数
ば
か
り
で
は
な
く
小
さ
な
単

位
で
の
教
室
に
も
展
開
可
能
な
準

備
が
あ
り
、
町
民
か
ら
の
要
請
に

こ
た
え
て
い
け
る
と
考
え
る
。

問
女
性
の
立
場
か
ら
、
防
災
に

対
し
て
女
性
は
弱
者
の
イ
メ
ー
ジ

を
少
な
か
ら
ず
持
っ
て
し
ま
う
が
、

例
え
ば
避
難
訓
練
に
と
ど
ま
ら
ず
、

避
難
後
の
行
動
も
含
め
て
、
女
性

が
出
来
る
こ
と
、
女
性
で
な
け
れ

ば
出
来
な
い
こ
と
な
ど
の
知
識
等

を
学
べ
る
機
会
が
是
非
必
要
だ
と

思
う
が
、 

少
人
数
で
も
、
他
の
専

門
分
野
と
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
多
様

な
学
び
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
可

能
か
伺
う
。

答
町
で
は
、
今
ま
で
も
教
育
現

場
で
は
防
災
課
の
職
員
の
講
座
以

外
に
も
消
防
職
員
の
救
急
救
命
の

講
座
、
あ
る
い
は
自
治
体
や
経
済

団
体
で
の
講
習
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
実
際
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
方
を
招

い
て
の
講
演
等
を
実
施
し
て
き
た
。

今
後
、
町
民
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
調
整
を
し
、
対
応
す
る
こ
と
は

充
分
可
能
で
あ
る
。

問
安
全
面
か
ら
も
児
童
生
徒
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
実
態
調
査

等
は
や
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。　

答
交
通
安
全
の
意
識
向
上
が
優
先

と
考
え
、
登
下
校
時
の
着
用
は
指
導

し
て
い
る
が
、
努
力
義
務
で
あ
る
現

在
は
、
実
態
調
査
等
は
し
て
い
な
い
。

　

児
童
生
徒
に
対
し
て
、
交
通
安

全
教
室
の
実
施
を
含
め
た
日
常
的

な
指
導
の
中
で
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を
図
り
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
に
努
め
て
い

く
。

問
安
全
面
の
観
点
か
ら
着
用
が
必

須
と
考
え
る
が
、
購
入
時
の
補
助

等
を
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。　

答
努
力
義
務
で
あ
る
現
在
は
、
町

と
し
て
補
助
す
る
考
え
は
な
い
。　

ま
ず
は
、
保
護
者
の
責
任
に
お
い

て
安
全
面
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
重
要
性
を
考
え
て
自
転
車
を
与

え
る
べ
き
と
考
え
る
。

問答
津
波
避
難
に
お
け
る

訓
練
を
含
め
た
今
後

の
啓
発
は

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら

目
線
や
手
法
を
変
え

て
引
き
続
き
啓け

い

蒙も
う

と

訓
練
を
繰
り
返
し
、

啓
発
を
続
け
て
い
く

問答
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

普
及
増
進
に
つ
い
て

日
常
的
な
指
導
の
中

で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
啓
発
に
努
め
て

い
く

問答
庶
路
学
園
の
法の
り

面
は

無
様

来
年
秋
、
完
了
予
定

問答
町
営
住
宅
の
環
境
整

備
を

順
次
、
改
良
す
る

問答
選
挙
ビ
ラ
は
法
令
違

反
だ

道
選
管
に
も
見
解
を

求
め
る

問答
越
境
的
入
学
は
問

題
！

町
に
移
住
し
て
の
通

学
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問
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の

宣
言
の
下
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
、
全
国

の
自
治
体
が
新
た
な
政
策
を
急
速

に
拡
大
し
展
開
し
て
い
る
。
太
陽

光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
全
国

に
先
駆
け
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取

り
組
ん
で
い
る
本
町
と
し
て
、
家

庭
用
燃
料
電
池
、
太
陽
光
発
電
蓄

電
池
、
電
気
自
動
車
の
取
得
や
充

電
設
備
な
ど
の
町
独
自
の
補
助
事

業
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答
地
球
温
暖
化
は
、
世
界
各
国

に
お
い
て
解
決
す
べ
き
最
優
先
課

題
の
１
つ
で
あ
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
う
ち
約
８
割
を
占
め
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
を
可
能
な
限
り
削

減
し
、
日
本
を
含
む
世
界
で
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
化
し

て
い
る
。

　

町
民
皆
さ
ま
に
地
球
温
暖
化
に

対
す
る
危
機
を
認
識
い
た
だ
き
、

更
に
は
、
町
全
体
で
二
酸
化
炭
素

を
ど
の
程
度
排
出
し
て
い
る
の
か
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
お
い
て

ど
の
程
度
削
減
で
き
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
本
町
の
森
林
等
の
自
然
に

よ
り
ど
の
程
度
二
酸
化
炭
素
が
吸

収
さ
れ
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
情
報
を
共
有
し
た
中
で

進
め
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
上
で
、
環
境
を
意
識
し
た

人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
、
今
年
か
ら
白
糠
高
等
学
校
に

北
海
道
で
は
初
め
て
と
な
る
「
環

境
教
育
」
を
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
本
町
に
は
、
農
・
林
・
水

産
業
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に

お
い
て
環
境
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
三
本

柱
の
一
つ
で
あ
る
「
第
一
次
産
業

の
再
興
と
振
興
」
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
も
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
り
組
み
や
、
ア
イ
ヌ
の

方
々
が
今
日
ま
で
大
切
に
育
て
て

き
た
環
境
に
つ
い
て
も
、
環
境
教

育
、
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、お
尋
ね
に
あ
る「
家

庭
用
燃
料
電
池
」、「
太
陽
光
発
電

蓄
電
池
」、「
電
気
自
動
車
の
取
得

や
充
電
設
備
」
な
ど
の
取
得
に
対

す
る
補
助
制
度
を
ど
う
取
り
込
ん

で
い
く
か
は
、
状
況
を
見
極
め
た

中
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

問
脱
炭
素
や
地
球
温
暖
化
、
環

境
問
題
の
担
当
課
は
？
。

答
企
画
財
政
課
に
な
る
。

問
企
画
財
政
課
の
所
掌
で
は
な

く
、
新
し
い
専
門
分
野
の
課
で
進

め
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
検
討
を

願
う
。

　

２
０
５
０
年
と
い
う
期
限
が
あ

る
中
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
す

た
め
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
具

体
的
な
政
策
の
実
施
が
全
国
で
始

ま
り
、
釧
路
市
も
今
年
度
、
前
年

の
倍
の
予
算
を
か
け
事
業
を
進
め

て
い
る
。
早
期
検
討
を
し
て
本
町

独
自
の
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
を

望
む
。

　

国
は
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り

政
策
を
１
０
０
地
域
限
定
と
し
て

推
進
し
て
い
る
。
本
町
は
選
定
に

応
募
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
環
境
教
育
と
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
中

で
、
ど
の
制
度
が
該
当
に
な
る
の

か
、
ま
た
は
有
利
に
活
用
で
き
る

の
か
、
お
尋
ね
の
制
度
も
含
め
て

判
断
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
も
環

境
省
や
北
海
道
と
も
相
談
し
、
随

時
、
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

問
こ
の
事
業
は
令
和
４
年
か
ら

第
１
回
の
選
定
を
開
始
し
て
い
る
。

令
和
３
年
か
ら
周
知
し
て
い
る
事

業
で
、
現
在
３
回
目
の
選
定
で
83

市
町
村
62
の
提
案
が
承
認
さ
れ
て

い
る
。
４
回
目
の
締
め
切
り
は
８

月
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
検
討
し
て

１
０
０
地
域
限
定
に
間
に
合
う
の

か
？

答
１
０
０
地
域
を
目
途
に
推
進

し
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
期
間
は

令
和
４
年
か
ら
12
年
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

問
北
海
道
は
、
石
狩
、
上
士
幌
、

鹿
追
、
札
幌
、
奥
尻
の
５
か
所
が

選
定
さ
れ
て
再
エ
ネ
推
進
交
付
金

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
８
月
に
菅
前
首
相
、
小

泉
元
環
境
大
臣
、
鈴
木
北
海
道
知

事
が
本
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

視
察
し
た
際
、
菅
前
首
相
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
国
内
で
増
産

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
先
行

し
て
い
る
の
が
こ
の
白
糠
町
。
鈴

木
知
事
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海

道
」
の
実
現
の
可
能
性
を
白
糠
の

取
り
組
み
か
ら
大
い
に
感
じ
て
も

ら
っ
た
と
２
人
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　

環
境
省
に
も
職
員
派
遣
し
て
い

る
白
糠
町
こ
そ
が
選
定
に
応
募
す

べ
き
だ
と
思
う
の
で
、
早
期
に
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
検
討
す
る

こ
と
を
望
む
。

問
白
糠
町
に
は
一
次
産
業
の
加

工
体
験
施
設
は
な
い
。
道
の
駅
恋

問
館
の
移
転
改
築
も
決
ま
り
、
白

糠
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
も
、

豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た
商
品
が

必
要
。
多
く
の
知
恵
を
借
り
る
場

が
必
要
と
思
う
が
。

答
加
工
体
験
施
設
で
あ
る
が
、

本
町
に
は
調
理
器
具
な
ど
の
設
備

が
整
っ
た
既
存
の
施
設
が
あ
り
、

各
種
教
室
や
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
改
め
て
加
工
体
験
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
等
は
、

町
内
外
の
事
業
者
が
さ
ま
ざ
ま
な

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
本

町
の
資
源
を
活
用
し
、
商
品
展
開

を
行
っ
て
お
り
、
既
に
町
内
外
の

知
恵
を
借
り
て
い
る
。
商
品
等
の

開
発
、
展
開
は
民
間
事
業
者
の
活

動
を
支
援
し
て
い
く
。

問
既
存
の
施
設
と
は
。

　
答
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
酪
農

研
修
セ
ン
タ
ー
、
チ
セ
等
。

問
そ
れ
は
調
理
施
設
で
あ
り
加

工
施
設
で
は
な
い
と
思
う
が
、
女

性
部
の
方
が
狭
い
調
理
室
で
加
工

品
を
製
造
し
て
お
り
必
要
と
思
う

が
。

　
答
建
設
す
る
予
定
は
な
い
。

問
酪
農
経
営
の
苦
境
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
き
た
が
的
確
な
支
援

策
が
見
え
て
こ
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
経
営
の
継
続
も
困
難
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
釧
路
丹
頂
農
業

協
同
組
合
と
の
協
議
は
。

　
答
農
業
経
営
の
難
局
は
市
町
村

レ
ベ
ル
で
打
開
で
き
る
問
題
で
は

な
い
と
の
認
識
か
ら
、
北
海
道
町

村
会
と
し
て
本
年
２
月
28
日
に
北

海
道
と
北
海
道
議
会
へ
の
要
請
に

続
き
、
３
月
24
日
に
は
北
海
道
と

北
海
道
議
会
と
と
も
に
、
国
と
道

内
選
出
国
会
議
員
、
そ
し
て
こ
の

窮
状
は
全
国
的
な
課
題
と
し
て
位

置
付
け
る
べ
く
、
全
国
町
村
会
に

対
し
「
酪
農
経
営
を
継
続
す
る
た

め
の
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
た

ほ
か
、
大
型
化
や
機
械
化
の
支
援

に
よ
る
生
乳
の
増
産
政
策
か
ら
一

転
し
て
、
現
状
の
生
産
抑
制
へ
の

方
針
転
換
に
対
す
る
意
見
な
ど
も

合
わ
せ
て
、
要
請
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
国
は
「
畜

産
・
酪
農
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
と
し
て
、
引
き
続
き
飼
料
等

の
高
騰
対
策
と
合
わ
せ
て
、
国
産

チ
ー
ズ
の
シ
ェ
ア
拡
大
や
牛
乳
乳

製
品
の
輸
出
の
促
進
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
出
口
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

の
限
度
額
引
き
上
げ
の
ほ
か
、
金

融
機
関
に
対
し
て
は
、
既
貸
付
金

の
返
済
猶
予
等
の
要
請
や
借
り
換

え
等
の
相
談
に
当
り
、
農
業
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
求
め
る
な
ど
、

経
営
存
続
の
た
め
の
金
融
支
援
が

示
さ
れ
た
。
以
前
よ
り
釧
路
丹
頂

農
業
協
同
組
合
か
ら
相
談
を
受
け

て
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

回
、
国
が
示
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

網
羅
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
さ
ら
に
釧
路
管
内
町
村
と
協

議
し
た
結
果
、
危
機
感
を
共
有
し
、

北
海
道
に
お
け
る
物
価
高
騰
対
策

と
合
わ
せ
て
、
釧
路
管
内
町
村
を

あ
げ
て
牛
乳
消
費
拡
大
事
業
の
取

り
組
み
を
決
定
し
、
本
町
で
は
、

「
牛
乳
乳
製
品
し
ら
ぬ
か
応
援
券

事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
酪
農
の
あ
り

方
が
転
換
期
に
来
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
釧
路
丹
頂
農
業
協
同

組
合
か
ら
相
談
等
が
あ
れ
ば
適
宜

対
応
し
て
い
く
。

問
白
糠
高
校
の
魅
力
化
の
策
と

し
て
設
置
さ
れ
た
久
遠
塾
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
と
今
後
は
。

　
答
久
遠
塾
は
平
成
30
年
６
月
開

塾
し
令
和
４
年
度
に
お
け
る
塾
の

利
用
者
は
、
在
学
生
徒
67
名
に
対

し
て
62
名
、
率
に
し
て
92
・
５
％

の
利
用
実
績
に
な
っ
て
い
る
。
開

塾
以
降
の
卒
業
進
学
実
績
は
、
国

公
立
大
学
に
３
名
、
私
立
大
学
に

５
名
で
、
就
職
実
績
と
し
て
は
、

公
務
員
を
初
め
民
間
企
業
に
就
職

し
。
就
職
率
１
０
０
％
を
４
年
間

連
続
し
て
達
成
し
て
い
る
。
現
在

の
在
校
生
も
国
公
立
大
学
や
公
務

員
を
目
指
す
生
徒
が
増
え
て
お
り
、

よ
り
良
い
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
塾
の
運
営
方
針

を
基
本
に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

地
域
の
人
材
育
成
と
基
礎
学
力
の

定
着
お
よ
び
生
徒
の
進
路
実
現
に

向
け
た
支
援
を
継
続
す
る
。

問答
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

環
境
省
や
関
係
機
関

と
早
期
に
検
討
す
る

問答
一
次
産
業
の
加
工
体
験

施
設
を
設
置
し
て
は

建
設
す
る
考
え
は
な
い

問答
酪
農
の
支
援
策
が
見

え
て
こ
な
い
が

酪
農
の
あ
り
方
の
転

換
期
に
来
て
い
る

問答
久
遠
塾
の
今
後
は

生
徒
の
よ
り
良
い
好

循
環
を
め
ざ
す
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⃝正副委員長互選について
　委員長及び副委員長の互選が行われ、委員長に中
河敏史委員、副委員長に立石　巧委員が選出されま
した。

●所管事務調査事項の設定について
・ふるさと納税に関すること
・防災・減災対策に関すること
・白糠高校魅力化に関すること
以上の３項目を２年間を目途として集中して実施してい
く。また、９月定例会までの継続調査項目とした。
●議長の常任委員辞職について
　５月10 日の初議会において富田議長は総務文教常
任委員会の委員となったが、議長は委員会に属さない
ことが通例となっていることから、６月定例会で辞任
を申し出ることを確認した。

５月 10 日　●正副委員長互選について　
５月 18 日　●所管事務調査事項の設定について　他

総務文教生常任委員会　　　　　　　　　　◎中河、○立石、今田、池村、富田、石田　６名

⃝正副委員長互選について
　委員長及び副委員長の互選が行われ、委員長に坂
本勝雄委員、副委員長に折出征清委員が選出されま
した。

●所管事務調査事項の設定について
・第一次産業の振興・発展に関すること
・移住、定住、空き家・空き店舗対策に関すること
・観光事業の推進に関すること
・地域交通に関すること
・子育て支援事業に関すること
・環境保全対策に関すること
・エゾシカの有害捕獲と有効活用に関すること
・企業誘致に関すること
以上の８項目を実施していく。また、９月定例会まで
の継続調査項目とした。

５月 10 日　●正副委員長互選について
５月 18 日　●所管事務調査事項の設定について　他

産業厚生常任委員会　　　　　　　　　　　　◎坂本、○折出、森、川森、福地、小池　６名

　上記常任委員会に所属する委員は、所管事務調査事項に設定し、閉会中の継続調査とした
項目は、議会が閉会している場合でも調査がいつでもできることから、白糠町議会先例で所
属している委員会で調査中、審査中の事件に係る一般質問は努めてしないことを原則として
いる。
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一般質問

８

委 員 会 ・

協 議 会 の 活 動 今 田 睦 子 議 員

問
西
庶
路
「
ふ
れ
あ
い
児
童
館
」

前
の
歩
道
の
整
備
は
、
い
つ
行
わ

れ
る
の
か
。
今
年
度
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
」
の
在
籍
者
は
、
46
名

と
な
っ
て
い
る
。
近
く
に
運
送
会

社
が
あ
り
、
大
型
車
両
の
出
入
り

が
あ
る
た
め
子
ど
も
た
ち
が
通
る

た
び
危
険
だ
と
思
う
が
、
安
心
し

て
通
れ
る
よ
う
に
１
日
も
早
く
整

備
で
き
な
い
か
伺
う
。　

答
西
庶
路
ふ
れ
あ
い
児
童
館
前

の
町
道
西
庶
路
東
２
条
通
り
の
歩

道
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、

測
量
・
調
査
・
設
計
を
実
施
し
た

結
果
、
道
路
用
地
の
確
保
が
必
要

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
権
者
と

用
地
の
買
収
に
向
け
た
交
渉
段
階

で
あ
り
、
用
地
処
理
が
整
い
次
第
、

来
年
度
に
お
い
て
実
施
す
る
計
画

で
い
る
。

　

な
お
、
庶
路
学
園
か
ら
児
童
館

を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
経
路

と
な
る
こ
と
か
ら
安
全
安
心
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
早

く
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問
来
年
度
の
実
施
計
画
で
あ
れ

ば
11
月
頃
ま
で
に
は
、
結
果
は
で

る
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
伺
う
。

答
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
で

事
業
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
11
月
ぐ
ら
い
に
は
終
わ
る

予
定
。 

問
庶
路
学
園
が
で
き
て
以
来
、

大
雨
の
後
法の
り

面
が
崩
落
し
、
危
険

だ
と
思
う
が
第
三
者
の
検
証
結
果

が
い
つ
住
民
に
報
告
さ
れ
る
の
か

伺
う
。

答
庶
路
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
法の
り

面
崩
落
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
説
明
す
る
と
、
平
成
30
年

７
月
に
最
初
の
法の

り

面
崩
落
が
発
生

し
、
設
計
会
社
の
責
任
に
お
い
て

復
旧
工
事
を
実
施
し
、
令
和
元
年

11
月
に
工
事
が
完
成
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
て
か
ら
２
年
８
か
月

が
経
過
し
た
、
令
和
４
年
７
月
22

日
に
再
度
、
盛
土
法の

り

面
の
上
部
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
に
前
回
と
ほ
ぼ
同

じ
箇
所
で
亀
裂
が
見
つ
か
り
、
そ

の
後
、
徐
々
に
亀
裂
が
拡
大
し
、

延
長
で
約
75
ｍ
、
幅
約
50
ｍ
の
範

囲
で
盛
土
法の

り

面
が
崩
落
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
直
ち
に
状
況
を

確
認
後
、
設
計
会
社
へ
現
地
を
確

認
す
る
よ
う
に
連
絡
を
し
、
７
月

28
日
に
設
計
会
社
と
現
地
を
確
認

し
て
原
因
を
究
明
す
る
よ
う
に
指

示
を
出
し
、
協
議
を
行
っ
た
が
、

こ
の
会
社
か
ら
自
社
の
設
計
に
誤

り
は
無
い
こ
と
か
ら
、
調
査
を
行

う
考
え
は
な
い
と
い
う
報
告
が
あ

り
、
９
月
６
日
付
け
で
正
式
に
文

書
で
「
今
回
の
崩
落
は
想
定
外
の

降
雨
と
、
周
囲
を
含
め
た
山
全
体

の
地
勢
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
設

計
な
ら
び
に
前
回
令
和
元
年
の
補

修
工
事
に
瑕か

疵し

は
な
い
」
と
回
答

が
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
は
、
想
定
外
の
降
雨

な
ど
が
原
因
と
い
う
設
計
会
社
の

主
張
も
含
め
、
設
計
・
施
工
の
妥

当
性
に
つ
い
て
調
査
が
必
要
と
判

断
し
、
顧
問
弁
護
士
に
相
談
を
し

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
を
客
観
的
か

つ
公
正
に
判
断
が
で
き
る
第
三
者

に
検
証
を
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ

る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
受
け
町
と
し
て
、
第
三
者
へ
の

設
計
の
妥
当
性
な
ど
の
検
証
を
実

施
す
る
た
め
、
そ
れ
に
必
要
な
予

算
措
置
を
し
て
、
同
年
10
月
11
日

に
委
託
業
務
契
約
を
締
結
し
、
第

三
者
に
よ
る
検
証
を
実
施
、
そ
の

検
証
結
果
の
報
告
が
令
和
５
年
１

月
19
日
に
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の

経
過
に
つ
い
て
、
２
月
１
日
に
開

催
し
た
議
員
協
議
会
で
報
告
し
て

い
る
。

　

お
尋
ね
に
あ
る
第
三
者
の
検
証

結
果
が
い
つ
住
民
に
報
告
さ
れ
る

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
当
方
の
顧
問
弁
護
士
と
今
後

の
対
応
等
を
協
議
し
て
い
る
の
で
、

今
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
状
況

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
修

復
に
つ
い
て
、
今
後
、
具
体
的
な

改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
た

段
階
で
、
学
校
等
を
通
じ
て
保
護

者
の
方
々
な
ど
に
お
知
ら
せ
し
て

い
く
。

問
こ
れ
か
ら
も
想
定
外
の
大
雨

が
降
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後

住
宅
へ
の
被
害
が
あ
っ
た
場
合
の

対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
今
の
崩
落
の
箇
所
が
崩
れ
て

住
宅
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
場
合
は

町
の
責
任
と
な
る
。
そ
う
な
ら
な

い
様
に
早
急
に
復
旧
し
て
い
く
。

中河委員長 立石副委員長

坂本委員長 折出副委員長

問答
歩
道
の
整
備
に
つ
い

て早
く
整
備
を
進
め
る

問答
庶
路
学
園
の
法の
り

面
崩

落
に
つ
い
て

崩
落
の
原
因
調
査
に

時
間
が
か
か
る
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⃝正副委員長互選について
　委員長及び副委員長の互選が行われ、委員長に折
出征清委員、副委員長に中河敏史委員が選出されま
した。
　
●第２回臨時会の運営について
　選挙第３号からの議案の取り扱いについて協議し、
協議結果を臨時会で委員長より報告しました。

５月 10 日　●正副委員長互選について
　　　　　   ●第２回臨時会の運営について

議会運営委員会　　　　　　　　　　　　　◎折出、○中河、池村、坂本、立石、小池　６名

⃝北海道町村議会議員研修会
　７月４日に白糠町議会議員 11 名が札幌コンベン
ションセンターで研修を受け、会場には全道各地から
約 1,700 名の議会議員が参加しました。
　 ひょうご震 災 記 念 21 世 紀研 究 機 構 理 事長 の
五
い お き べ

百旗頭　真
まこと

氏から『 ウクライナ危機後の世界と日
本』として、プーチンのウクライナ侵攻により、日本
人の意識が変わり、自衛隊の自衛力や反撃能力の強
化を求める声が大きくなっており、これからの日本は、
反撃能力を持ち、相手に戦争をさせないようにする必
要があることなどの講演を聴きました。

　政治ジャーナリストの田崎史郎氏から『 日本政治の
舞台裏』として、最新の情報や安倍政権、岸田政権
の裏話などを聴きました。

７月４日　　北海道町村議会議員研修会
◎富田、○石田、小池、福地、立石、折出、坂本、池村、今田、川森、森　11 名

⃝正副委員長互選について
　委員長及び副委員長の互選が行われ、委員長に立
石委員、副委員長に坂本勝雄委員が選出されました。

●議会だよりの構成について
　委員会が組成されたので、ただちに「議会だより」（７
月２５日発行）の作成に取りかかるため紙面構成など
について協議をしました。

６月６日　●正副委員長互選について
　　　　　●議会だよりの構成について

広報広聴調査特別委員会　　　　　　　　　　◎立石、○坂本、森、川森、池村、中河　６名

卒業

年度

卒業

者数

進路先

進学 就職

大学 （国

公立、 私

大、 短大）

専　　門

学校等
白糠町 町外

令　　和

4 年度
19 人

15.9% 31.6% 5.3% 47.4%

3 人 6 人 1人 9人

令　　和

3 年度
25 人

24% 20.0% 20.0% 36.0%

6 人 5 人 5人 9人

令　　和

2 年度
35 人

11.4% 28.6% 20.0% 40.0%

4 人 10 人 7人 14 人

令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 令和 5年

入学者 36 人 26 人 22 人 26 人 18 人

⃝白糠高校魅力化に関すること
　担当課から、白糠高校魅力化のこれまでの経過と
在籍数の推移や進路、進学先、新たな取り組みなど
の概要説明を受けた。

【主な質疑】
問環境教育における講演を受けて、その後に何か生
徒達が実体験として行うことを考えているのか。
答今地球に何が起こっているのか。根本的なところを
どうしなければならないのか、実感が湧かない部分を
具体的に説明をしていただき、それぞれができるとこ
から意識を変えて、環境を学んでいくためのベースと
して環境のことに取り組んでいく内容。
問給付型奨学金の詳しい内容は。
答教育振興協議会から４年制大学に進まれる生徒に
１ヶ月あたり３万円を目処に返還を伴わない奨学金と
して３名までを対象としている。令和４年度の決算で
は、過去の白糠高校卒業生分として、252 万円を拠
出している。

【入学者推移】

【進路先】

※詳細な進学先、就職先は白糠高等学校ホームペー
ジをご覧下さい。

６月 12 日　●白糠高校魅力化に関すること

総務文教常任委員会　　　　　　　　　　　　　　◎中河、○立石、今田、池村、石田　５名

　その他の委員会・協議会活動
●議会運営委員会　５月 19 日・30 日　　●産業厚生常任委員会　６月 27 日、７月 12 日　　　
⃝全員協議会　7 月 10 日                                    ⃝広報広聴調査特別委員会　　７月７日・13 日　

　　行政視察の受け入れ
○北海道遠軽町議会民生常任委員会
　５月 16 日≪白糠町役場≫
　 ・「太陽の手子育て支援」について
　

○群馬県太田市議会（創政クラブ）
　７月６日≪白糠町役場≫
　 ・ふるさと納税について

　

遠軽町議会議員遠軽町議会議員 太田市議会議員太田市議会議員

研修会に参加している様子研修会に参加している様子

折出委員長 中河副委員長

立石委員長 坂本副委員長
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あとがき 今号の表紙

　第２回定例会が新人議員４名を含む 12 名で
今期４年間のスタートとなりました。
　議会改革活性化の結果で１名減となり、今回
の定例会では新人議員も含めて８名が、一般質
問を行い行政に思いを質問しました。新人議員
は初めてとは思えないほどの素晴らしい質問を
していました。今白糠町はふるさと納税等で少
しずつ良くなってはきましたが、まだまだ課題
も多く町民の皆さまに寄り添い安心して暮らせ
るように議員一同、力を合わせ努めて参ります。
広報委員も新体制となり、１人でも多くの方に
議会や議員の仕事が分かりやすく伝わる広報紙
の製作に取り組み若い人にも興味を示してもら
える議会だよりにしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立石）

　今号の表紙は、改選後の初議会 ( 第 2 回臨
時会 ) 休憩時間中に役場前での集合写真の撮
影の様子です。当日は、曇りでしたが写真を
撮るときに晴天となり、今回の新人議員は何
かやってくれるような気がします。

　町民皆さまに白糠町
議会に関心を持って頂
けるよう議会活動の内
容をできるだけ詳しく
分かりやすく伝えられ
るよう工夫して参りた
い。合わせて、町民皆
さまから御意見等も頂
ければと思っておりま
す。　　　   中河敏史

　前期に続き、広報委員をさせて頂くことに成りまし
た。議会が審議した結果を分かりやすく町民の皆さま
に読んでいただける、議会だよりの編集に努めます。
よろしくお願い致します。町民の皆さまのご意見やご
希望をお寄せください。　　　　副委員長　坂本勝雄

　今期の広報委員長になりました、立石です。
新体制となり、町民の皆さまに議会の動きや取
り組み等を分かりやすい議会だよりを目指して
努めて参ります。皆さまのご理解とご協力をよ
ろしくお願い致します。　　委員長　立石　巧

　役場職員時代『広報しらぬか』を５年間担当
していました。写真撮影から編集ソフトを駆使
して記事の入力まで、締め切り前は遅くまでの
残業が懐かしく思い出されます。議会だよりに
携わるとは夢にも思っていませんでしたが読み
やすい広報作りに励みます。　　　　森　武人

　議会広報委員になりました。町民皆さ
まに、町や議会の動きや取り組みを、分
かりやすく、お伝えできるような議会だ
よりを目指して、発刊したいと思います
ので、よろしくお願いします。池村美博

　「読みやすい」「分かり
やすい」紙面で、町民の
皆さまに議会を身近に感
じて頂ける広報紙作りを
目指し、皆さまのご意見
も参考にして先輩議員た
ちと知恵を絞りながら取
り組んで参ります。よろ
しくお願い致します。
　　　　　　　川森　静


